



















によれば、この数は、“小学校の 10 分の 1、児童館の
半分” だという。つまり、2,200 か所という数字の “規
模感” を見ると、全国に約 2万ある小学校の 10 分の 1、

































所の子ども食堂の 1つである。2016 年 12 月にスター














































時期は 2016 年 12 月。その半年ほど前から構想が持ち
上がり、何度かのプロジェクト会議や助成金獲得等を
経てスタートした。会議室等のある2階部分を開放し、
月 1回、第 3金曜日の午後 5時から 7時半に開催され































































































































時期 協力先 属性 食堂へのかかわり
2016 年 9 月 セカンドハーベスト京都 団体 食堂設立に関する指導、広報協力、食材の寄贈。
登録ボランティア 個人 最寄りの地域住民によるボランティアとしての協
力。主に調理や広報。
2016 年 10 月 A大学 団体 学生ボランティアの募集協力。










C小学校 PTA読み聞かせサークル 団体 絵本の読み聞かせのボランティア。
2016 年 12 月 近隣地縁団体 H 団体 食堂設立に関する理解、協力。
京都府共同募金会 団体 はあとバースデー事業、ケーキの寄付。
近隣の農家 個人 食材の寄贈（以降、散発的に寄付いただく）。
2017 年 1 月 近隣地縁団体 I 団体 食堂設立に関する理解、協力。
2017 年 2 月 サンケイリビング新聞社 団体 取材記事掲載、次回開催日時の案内。
行政（市民新聞） 団体 次回開催日時の案内。
京都 SKYセンター 団体 シニアボランティアの紹介。
2017 年 8 月 行政（京都市市民協働課） 団体 食材提供の連携先の紹介。
任意団体 団体 太鼓の演奏。
2018 年 3 月 NPO団体 団体 マッチ箱展の作品制作のワークショップ。
特技披露ボランティア 個人 ギター演奏のボランティア。
2018 年 5 月 J大学 団体 西院デイでの研究協力の一環として食堂協力。
2018 年 7 月 K大学 団体 研究活動の一環として、学生と共に来所。
L大学 団体 研究活動の一環として、見学。
一人親サポートセンター 団体 活動の連携。












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































3　 朝日新聞「広がる子ども食堂 2286 か所₋交流・見
守りの場に　自治体も補助」2018 年 4 月 4 日朝
刊






















歩く上～下」2018 年 8 月 17 ～ 19 日朝刊
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本稿の執筆に際し、「おいでやす食堂」を利用されて
いる皆様、食堂を支えておられる地域の皆様、ボラン
ティアとして参加している京都光華女子大学学生ス
タッフ、高齢者福祉施設「西院」の皆様に心から感謝
申し上げます。
